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公開用 P.2



   - 2 -                   ①有機化学 
 

（３）Wittig 反応に関する以下の問いに答えよ。 

a) 以下のホスホニウムイリド A および B について、それぞれが「安定イリド」か

「不安定イリド」かを分類し、根拠を簡潔に説明せよ。 
A: Ph P=CHCH3 

B: Ph P=CHCOOEt 
 

b) ベンズアルデヒド PhCHO とイリド A および B を用いた Wittig 反応について、

それぞれ生成する主生成物の立体化学（E/Z）を予測し、違いが出る理由を述べ

よ。 
 

（４）エタクリン酸は Mannich（マンニッヒ）反応によって合成可能であり、中間体 A が

生成し、加熱することでエタクリン酸が得られる。中間体 A の構造を示せ。 

 

 
 

（５）以下の反応の主生成物の構造式を記載せよ。ただし、すべての反応は終了後、適切

な後処理を施してある。 
 

a)  

 

 

b)  

 

 

c)  

 

 

 

 

 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 
 

公開用 P.3



   - 3 -                   ①有機化学 
 

〔２〕次の（１） （５）について、構造式と文章を用いて解答せよ。 

 

（１）安息香酸に比べて、サリチル酸はより強い酸である。その理由について、説明せよ。 
 

（２）メチルアミンは、アンモニアやトリメチルアミンよりも溶液中で高い塩基性を示す。

その理由について、説明せよ。 

 
（３）以下の反応について、（i）と（ii）の問いに答えよ。 
 

 
 

（i） アの構造を示せ。 

（ii）アから生成物に至る反応機構の遷移状態について、立体化学がわかるように 

説明せよ。 

 

（４）以下の芳香族求核置換反応について、（i）と（ii）の問いに答えよ。 
 

 
 

（i） 反応が 7 位で選択的に起こる理由を、反応機構を用いて説明せよ。 

（ii） 本反応では、フッ素原子が塩素原子よりも置換されやすい。その理由について、

説明せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

 

公開用 P.4



   - 4 -                   ①有機化学 
 

 

（５）以下の反応の生成物 A から D の構造をそれぞれ示せ。 ただし、各反応はそれぞれ

適切な溶媒を用いて行い、反応終了後、適切な後処理を施したものとする。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

公開用 P.5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開用 P.6
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②生薬学・天然物化学 

 
 

 

 

 

 
〔１〕生薬に関する以下の問いに答えよ。 

(１) ミカン科植物を基原とする生薬を３つあげ、基原植物、薬用部位及び含有成分につ

いて説明せよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) マメ科植物を基原とする生薬を４つあげ、基原植物、薬用部位及び含有成分につい

て説明せよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
（次ページあり。すべてに解答すること。） 

研究分野：薬品分子創製化学分野 

科  目：生薬学・天然物化学（全 2 ページ） 

公開用 P.7
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②生薬学・天然物化学

〔２〕天然物に関する以下の問いに答えよ。 

(１) 以下の生薬の代表的な成分に関して、成分名、成分グループ名、生薬や成分の用途

を説明せよ。

麻黄、桂皮、薄荷

(２) 以下の構造の天然有機化合物に関して、用途、成分グループ名と生合成を説明せよ。 

（A） （B）  

公開用 P.8



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開用 P.9



 

③物理化学 

 
 
 

〔１〕 以下の（１）〜（２）の問いに答えよ。 

（１）グルコースの燃焼について①〜③の問に答えよ。表１は、それぞれの標準⽣成エ

ンタルピーと標準モルエントロピーを⽰す。 

①表 1 を参考にグルコースの燃焼の化学反応式を答えよ。 

② 標準反応エンタルピーሺ∆ 𝐻௥ °ሻと標準反応エントロピーሺ∆ 𝑆௥ °ሻを求めよ。有効数

字 2 桁で答えよ。 

③ 298 K において、標準反応ギブズエネルギーሺ∆ 𝐺௥ °ሻを求めよ。有効数字 2 桁で

答えよ。 

表１ 

 標準⽣成エンタルピー 

∆𝐻° (kJ mol1) 

標準モルエントロピー 

𝑆° (J K1 mol1) 

C6H12O6(s)  

H2O(l)  

CO2(g)  

O2(g)  

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

研究分野：⽣体分⼦解析学分野 
科  ⽬：物理化学（全 4 ページ） 
 

公開用 P.10



 

③物理化学 

（２）図１は、クロロホルムとアセトンの混合系における気相−液相状態図である。

横軸はクロロホルムのモル分率、縦軸は温度である。①〜④の問に答えよ。 

 

① アセトンの沸点は図中の記号 T0~T3 のどれに相当するか。        

 

② クロロホルムのモル分率 0.8 の混合物について蒸留を繰り返した場合の記述

（ア）〜（カ）について正しいものを全て選べ。 

(ア) 蒸気はクロロホルムに近づく。 

(イ) 蒸気はアセトンに近づく。 

(ウ) 蒸気は共沸混合物に近づく。 

(エ) 蒸留フラスコに残る液体はアセトンになる。 

(オ) 蒸留フラスコに残る液体はクロロホルムになる。 

(カ) 蒸留フラスコに残る液体は共沸混合物である。 

 

③ クロロホルムのモル分率 0.4 の混合物について、温度 T1 のとき、気相にお

けるアセトンのモル分率を答えよ。 

 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

公開用 P.11



 

③物理化学 

④ クロロホルムのモル分率 0.4 の混合物について、温度 T1 のとき、気相と液

相の存在⽐を整数で答えよ。 

 

 

図１. アセトン-クロロホルムの２成分系における沸点図。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

公開用 P.12



 

③物理化学 

〔２〕薬物の⽔への溶解度について以下の問いに答えよ。 
 
25℃における⾮解離型薬物の⽔に対する固有溶解度(S0)は、以下の式で近似的に計算でき
る。 

 
𝑙𝑜𝑔ଵ଴𝑆଴ ൌ 0.5െ 𝑙𝑜𝑔ଵ଴𝑃௢௖௧ െ 0.010ሺ𝑇௠ െ 298ሻ 
 
S0: 固有溶解度(mol/L) 
Poct: オクタノール-⽔分配係数 
Tm : 融点 (K) 
 
ただし、𝑇௠ െ 298 ൏ 0の場合は、この項は無視する。 

 
（１）ある薬物は、融点がそれぞれ 100℃および 200℃の 2 つの結晶多型 A および B を⽰
す。結晶多型 A の固有溶解度を S0A、結晶多型 B の固有溶解度を S0B とする。上式の近似が
成⽴する場合について、結晶多型 A および B 間の S0 の⽐（S0B / S0A）を計算し、有効数字
２桁で答えよ。 
 
 
（２）ある薬物は 25℃で液体であり、オクタノール-⽔分配係数が、𝑙𝑜𝑔ଵ଴𝑃௢௖௧ ൌ 2.5であっ
た。上式の近似が成⽴する場合について、25℃における S0 の値を計算し、有効数字２桁で
答えよ。 

 

 

 

 

公開用 P.13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開用 P.14
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④分析化学 

 

 
 
 

〔１〕電気泳動に関する以下の文章を読んで以下の問いに答えよ。 
 
日本薬局方医薬品各条で電気泳動法は、生物薬品の 1)分子量測定、2)確認試験 3)純度試験、

4)等電点の測定等に用いられている。代表的な電気泳動の手技であるゾーン電気泳動では、拡散

や A 熱による対流が生じると分離が乱れてしまう。そこでこれらを防ぐ方法として、支持体

を用いて電気泳動を行う。支持体には、 B などが用いられている。一方、内径 25～100 µm
の C 製のキャピラリー管の中で行われる、キャピラリー電気泳動では、拡散や A 熱によ

る分離の悪化を抑制することができるため、通常は支持体を充填せずに泳動液のみを満たして

分析を行う。このような、自由溶液中でのキャピラリー電気泳動を① キャピラリーゾーン電気

泳動 capillary zone electrophoresis (CZE)と呼ぶ。日本薬局方では、エポエチン ベータ(遺伝子

組換え)の確認試験に CZE が利用されている。 
 
（１）A と C に入る用語を答えよ。 
 
（２）B に入る用語を２つ答え、その中の 1 つを用いた電気泳動法の原理と特徴を説明せよ。 
 
（３）下線部①の CZE では、電気浸透流を有効利用することによって、酸性、塩基性、電荷を

持たない中性分子を同時に分析対象とすることができるが、通常、中性分子は相互分離が

不十分になる。中性分子の分離も可能にする CZE の手法は何と呼ばれるか答えよ。また、

グルコース（C6H12O6）、メチル化糖であるフコース（C6H12O5）、グルクロン酸（C6H10O7）

の分離を、pH７のリン酸緩衝液中で行う場合を例にとって、その手法を詳細に説明せよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

  

研究分野：生体分子解析学分野 

科  目：分析化学（全２ページ） 

公開用 P.15
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④分析化学 

 

 

〔２〕日本薬局方の一般試験「質量分析法」に関する記述について、以下の問いに答えよ。 

 

質量分析(〔  ①  〕：MS)は，分子をイオン化させ，統一原子質量単位に対する比で表し

たイオンの相対質量(m)をイオンの電荷数(z)で割って得られる無次元量の m/z 値に応じてイオ

ンを分離検出する方法であり，物質の確認，純度の試験などに用いる．統一原子質量単位は基底

状態の 12C の 12 分の 1 の質量であり，原子，分子及びイオンの質量を表す際に用いられる．測

定結果は，イオンの〔 ② 〕を x軸に，それに対する信号の〔 ③ 〕を y軸に示したマスス

ペクトルとして示される． 

 

（中略） 

 

タンデム質量分析(MS／MS)は，m/z 値により選択された〔 ④ 〕を解離させ，生じた〔 ⑤ 〕

を質量分析に供する手法である．観測し〔 ⑤ 〕の m/z 値により，構造の確認や推定を行うこ

とが可能である．  

 

 

（１）空欄〔 ① 〕にあてはまる英語名を答えよ。 

 

（２）空欄〔 ② 〕及び〔 ③ 〕にあてはまる語句を答えよ。 

 

（３）空欄〔 ④ 〕及び〔 ⑤ 〕にあてはまるイオンの名称を答えよ。 

 

（４）MS と MS/MS の違いについて、その概念図を用いて説明せよ。 

 

（５）MS の代表的なイオン化部を 1つ挙げ、その名称と原理を説明せよ。 

 

（６）MS の代表的な質量分離部を 1つ挙げ、その名称と原理を説明せよ。 

 

（７）近接した 2つのイオンピークを互いに分離する能力を質量分解能という。質量分解能が高

いほど小さな質量差のピークを分離して検出することが可能となる。一般的に質量分解能

は質量 Mと M＋ΔMの 2本のピークがピーク高さの 10％で重なっている場合、計算するこ

とができる。そこで、m/z 値が 200.100 と 200.050 の 2 つのピークを分離できる質量分解

能はいくつか。計算式と質量分解能を求めよ。 

 

 

公開用 P.16



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開用 P.17
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⑧生化学・分子生物学・細胞生物学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔１〕メバロン酸経路とスタチン薬について、以下の問いに答えよ。 

   

（１） メバロン酸経路の律速酵素で、スタチン薬の作用点でもある酵素の名前を答えよ。 

 

（２） スタチン薬には血清中の LDL-コレステロール量を低下させるはたらきがある。その作

用機構について 100～120 字で説明せよ。 

 
（３）メバロン酸経路で用いられる還元型補酵素の名称と、この補酵素が産生される代謝経路

の名称を答えよ。 

 
（４） 前問の還元型補酵素の原料となるビタミンの名称と、その欠乏症の名称を答えよ。 

 

 

〔２〕 以下の設問に答えよ。 

 
（１）真核生物の RNA ポリメラーゼ II の最大サブユニットである RPB1 の C 末端領域(CTD)の多

機能性を説明せよ。 
 

 
（２）大腸菌リボソームの２つのサブユニットの名称を書き、それぞれのサブユニットの構成

要素である rRNA の機能を説明せよ。（rRNA が複数ある場合はサイズの大きいものに関

して説明せよ。） 

また、rRNA の機能の観点から遺伝情報の流れに関して何が言えるだろうか？あなたの考

えを説明せよ。 

 
 
 
 
 

 

研究分野：生体機能薬学分野 

科  目：生化学・分子生物学・細胞生物学（全1ページ） 

公開用 P.18



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開用 P.19
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⑨人体の構造と機能

〔 1 〕 ⾻格筋に関する以下の問いに答えよ。 
(1) 下図は⾻格筋細胞および、⾻格筋の収縮に寄与する 3 つ組構造の模式図である。A から E の名

称をそれぞれ答えよ。適宜(2)の⽂章も参照すること。

（出典︓『グラフィカル機能形態学　第3版』京都廣川書店, 2025年3月3日, 『ガイトン⽣理学』原著第 13 版 
Elsevier・ ⼀部改変） 

(2) 次の⽂章を読み、空欄 ( a )〜( e ) に適切な語句を記⼊せよ。適宜上図も参照すること。
運動神経の活動電位が神経筋接合部に到達すると、シナプス終末に発現している( a ) が開⼝し、

シナプス終末部に( b )が流⼊する。これによって、シナプス⼩胞が神経終末の細胞膜へ融合し、シナプス
⼩胞内に蓄えられていた( c )がシナプス間隙に放出される。放出された( c )は、筋細胞膜に存在する
( d )に結合する。これにより i 活動電位が発⽣し、図中 A の構造を介して筋細胞内へと伝達され、E
が膜電位センサーとして機能することで、D から細胞質内に Ca2+が放出され、ii 筋収縮が開始される。
このように、⾻格筋の細胞膜に活動電位が発⽣して収縮するまでの過程を( e )と呼ぶ。

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

研究分野：薬物作用解析学分野 

科 目：人体の構造と機能（全 3 ページ） 

公開用 P.20
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⑨人体の構造と機能

(3) 下線部 i について、( d )の活性化によって活動電位が発⽣する分⼦メカニズムをイオン動態を明⽰
しながら簡潔に説明せよ。

(4) 下線部 ii について、Ca2+の細胞質への放出が筋収縮を引き起こす分⼦メカニズムを簡潔に説明せ
よ。トロポニン C という単語を必ず⽤いること。

(5) ⼼筋細胞（固有⼼筋）の収縮を引き起こすメカニズムのうち、⾻格筋と⽐較して筋細胞内の
Ca2+動態およびその制御機構における違いを簡潔に述べよ。

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

公開用 P.21
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⑨人体の構造と機能

〔 2 〕 腎臓の構造と機能に関する以下の問いに答えよ。 
(1) 図 1 はネフロンの概略図である。A から F の名称を解答せよ。

（出典︓『ガイトン⽣理学』原著第 13 版 Elsevier・⼀部改変） 

(2) 図 2 は尿細管細胞におけるグルコースの再吸収に関する分⼦メカニズムを表した模式図である。a か
ら e の分⼦の名称を回答せよ。さらに、図 2 で⽰される様式によりグルコースが主に再吸収される部
位を、図 1 の A から F の中から 1 つ選んで解答せよ。

(3) 図 2 の様式でグルコースが再吸収される際のグルコース輸送⽅式について、「ATP」「⼆次性能動輸
送」という⾔葉を必ず⽤い、イオンの移動を明⽰しながら簡潔に説明せよ。

(4) 図 1 の緻密斑で⾎流量や NaCl の濃度低下が感知された際に分泌されるホルモンの名称を回答
し、その後に起こる変化について内分泌と⾎圧調節の観点から簡潔に記述せよ。

(5) 図 2 の分⼦ a 阻害薬は糖尿病治療薬として臨床応⽤されている。分⼦ a の阻害によって⽣じる薬
効の主作⽤および副作⽤について、⾎糖・電解質・体液バランスの観点を含めて簡潔に説明せよ。

Used with permission of Elsevier Science & Technology Journals, from 
Guyton and Hall Textbook of Medical Physiology, 13th Edition, 
by John E. Hall, 2015; permission conveyed through Copyright 
Clearance Center, Inc.
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⑩薬理学 

 

 

 
 
 
〔１〕循環器疾患について、次の問いに答えよ。 

 

（１）高血圧について、以下の問いに答えよ。 
 

①高血圧がもたらす主要な合併症を述べよ。 
②高血圧に対する治療薬を 3 種類以上挙げ、それぞれの作用メカニズムにつ

いて述べよ。 
 
（２）心不全について、以下の問いに答えよ。 
 

①心不全がどのような症状を呈するかを述べよ。 
②心不全に対する治療薬を 3 種類以上挙げ、それぞれの作用メカニズムにつ

いて述べよ。 
 

 
 

 
〔２〕消化器系および呼吸器系疾患に作用する薬物について、次の問いに答えよ。 

 
（１）消化性潰瘍治療薬のうち、作用点の異なる攻撃因子抑制薬を３つ挙げ、そ

れぞれの作用メカニズムを説明せよ。 
 
（２）気管支喘息治療薬のうち、作用点の異なる薬物を３つ挙げ、それぞれの作

用メカニズムを説明せよ。 
 
 

以上 

研究分野：薬物作用解析学分野 

科  目：薬理学（全 1 ページ） 

公開用 P.24



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開用 P.25



 

③物理化学 

 
 
 
 

〔１〕 以下の問いに答えよ。 

アデノシン三リン酸（ATP）は、⽣体内の主要なエネルギー通貨であり、以下の反応によりエネルギー
を放出する。 

ATP + H2O → ADP + Pi 

ここで、ADP はアデノシン⼆リン酸、Pi は無機リン酸を⽰す。この反応の標準状態(298 K、1 bar、pH=0）
における熱⼒学データを表 1 に⽰す。 
 
表１ 

 標準反応エンタルピー 

∆𝐻° (kJ mol1) 

標準反応エントロピー 

∆𝑆° (J K1 mol1) 

ATP 加⽔分解反応 −20.5 34.0 

 
なお、ATP 加⽔分解反応の修正標準反応ギブズエネルギー (⽣物学的標準状態における標準ギブズ⾃由
エネルギー変化ΔGO'ʼ)は、30.5 kJ mol1 である。 
 
（１）以下の⽂章を読み、空欄（ア）〜（エ）に最も適切な語句または数式を記せ。 
1. 標準反応ギブズエネルギーΔGO は、平衡定数 K との間で、（ア)の関係式によって結びつけられる。
この反応のΔSO は正の値であることから、⽣成物側の状態の(イ)が反応物側よりも⾼いことを⽰唆して
いる。 
2. ATP 加⽔分解反応はΔHO が負であるため（ウ）反応である。このような反応において、（エ）の原理
に基づき、温度が上昇すると平衡定数 K は⼩さくなる。 
 
 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 
 

研究分野：⽣体分⼦解析学分野 
科  ⽬：物理化学（全 2 ページ） 
 

公開用 P.26



 

③物理化学 

（２）以下の問いに答えよ。計算問題の解答は、有効数字 3 桁で⽰せ。 
1. 298K における、pH=0 の標準状態でのΔGO を求めよ。 
2. 298K における、pH=0 の標準状態での熱⼒学的平衡定数 K を求めよ。ただし、気体定数 R = 8.31 J 
K-1 mol-1 を使⽤せよ。 
 
3. ATP 加⽔分解反応の平衡定数を K (標準状態) および Kʼ (修正標準状態) とする。K と Kʼの⼤⼩関係
を答えよ。また、この⽐較から、pH の変化（0→7）が、⽣体内の ATP 利⽤にとって、熱⼒学的に不利
となるか、有利となるか⽰せ。  
 
 
〔２〕薬物の化学反応速度について以下の問いに答えよ。 
 
ある薬物 A は、１次反応により分解物 B に分解する。25 ℃における半減期（T1/2）は 120 ⽇であった。 
 
（１）25 ℃における 360 ⽇後の薬物 A の残存率を計算し、有効数字 3 桁で答えよ。 
 
（２）この薬物の 35 ℃における半減期は 60.0 ⽇であった。この反応の活性化エネルギー(Ea)を計算し、
有効数字 3 桁で答えよ。気体定数(R)は 8.31 Jmol-1K-1, ln(2) = 0.693 とする。 

 

 

 

 

公開用 P.27
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④分析化学 

 

 
 
 

〔１〕バイオ後続品に関する以下の文章を読んで、以下の問いに答えよ。 
 
バイオ後続品は、「国内で既に新有効成分含有医薬品として承認されたバイオテクノロジー応

用医薬品と同等/同質の品質、安全性、有効性を有する医薬品として、異なる製造販売業者によ

り開発される医薬品」と定義される。最近のバイオテクノロジー応用医薬品の多くは糖タンパク

質製剤であることから、同等/同質の品質の確認には、従来の「①アミノ酸組成」以外に、「ペプ

チドマップ」、「オリゴ糖パターン」、「②糖組成」、「電気泳動パターン」などが構造・物理的化学

的性質として重要な分析項目となる。 
 第十四改正日本薬局方第二追補（2004 年 12 月 28 日）の参考情報に、アミノ酸分析法が記載

され、ニンヒドリン、o —フタルアルデヒド（OPA）、６—アミノキノリル—N—ヒドロキシスクシ

ンイミジルカルバメイト（AQC）、９—フルオレニルメチルクロロギ酸（FMOC）、７—フルオロ—

４—ニトロベンゼン—２—オキサ—1,3—ジアゾール（NBD-F）などを使用する分析法が記載された。

また、第十七改正日本薬局方（2016 年 3 月 7 日）の参考情報中に、③酸加水分解で得られる中

性糖およびアミノ糖を分析するためのプレカラム誘導体化法として、「必要ならば N—アセチル

化した後、２—アミノ安息香酸（2-AA）、２-アミノピリジン（2-AP）、エチル—４—アミノ安息香

酸（ABEE）等を用いて還元的アミノ化、又は３—メチル—１—フェニル—５—ピラゾロン（PMP）
により誘導体化を行う」という説明が追加された。 
 
（１）下線部①のアミノ酸組成の分析に利用される試薬を、A：プレカラム誘導体化法、B：ポ

ストカラム誘導体化法に分類せよ。 
 
（２）（１）の A, B からそれぞれ 1 つ試薬を選んで、HPLC と組み合わせてアミノ酸組成分析

する方法を詳細に説明せよ。 
 

（３）下線部②の糖組成の分析には、還元的アミノ化反応が汎用される。下線部③に、“必要な

らば N—アセチル化した後、”という記述があるが、これはどのような場合に必要な処理か

説明せよ。 
 

（４）下線部②の糖組成の分析では、還元的アミノ化反応後、蛍光 HPLC、キャピラリー電気泳

動、LC-MS などを用いた分離定量が行われる。本文中に記載されているプレカラム誘導

体化試薬を 1 つ選び（選んだ理由を述べること）、どのような分離定量と組み合わせて分

析するとよいか詳細に述べよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

研究分野：生体分子解析学分野 

科  目：分析化学（全２ページ） 

公開用 P.29
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④分析化学 

 

 

〔２〕日本薬局方の一般試験「紫外可視吸光度測定法」に関する記述について、以下の問いに

答えよ。 

 

紫外可視吸光度測定法は，通例，波長〔 ① 〕の範囲の光が，物質により吸収される度合い

を測定し，物質の確認，純度の試験及び定量などを行う方法である．ただし，原子吸光光度計を

用いる方法は，別に規定する方法による．単色光が，ある物質の溶液を通過するとき，透過光の

強さ I の入射光の強さ I0に対する比率を透過度 t といい，これを百分率で表したものを透過率

T という．また透過度の逆数の常用対数を吸光度 A という． 

 

 

 

 

吸光度 A は溶液の濃度 c 及び層長 l に比例する． 

 

            ・・・・・③ 

 

（中略） 

 

比吸光度 

日本薬局方では，l を 1 cm，c を④薬品の濃度 1 w/v％の溶液に換算したときの吸光度を比吸

光度といい，  で表す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）空欄〔 ① 〕にあてはまる波長（nm）の範囲を答えよ。 

 

（２）（１）の測定に用いられる光源の種類を答えよ。 

 

（３）空欄〔 ② 〕にあてはまる式を答えよ。 

 

（４）式③の名称（法則）を答えよ。 

 

（５）ある薬品 10.0 g をはかり取り、下線部④の濃度を調製するとき、用いる実験器具と具体

的な操作を説明せよ。 

 

（６）ある薬品 10.0 mg をメタノールに溶かし正確に 50 mL とする。この溶液 10 mL を正確に

量り、メタノールを加えて正確に 100 mL とする。この溶液につき層長 1 cm で波長 360 nm

における吸光度を測定する。このとき得られる吸光度値 A はいくつか。ただし、X の 

360 nm における比吸光度   は 250 である。 
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⑤製剤学・物理薬剤学 

 

 

 

 

 

 
 
 

〔１〕Biopharmaceutical Classification System（BCS）と消化管吸収性評価の関係に関して 

記述せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

〔２〕Drug Delivery System の目的と実用例に関して２つ例を挙げて記述せよ。 

研究分野：薬物動態解析学分野 

科  目：製剤学・物理薬剤学（全 1 ページ） 

公開用 P.32
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➅薬物動態学・生物薬剤学 

 
 

 

 
 

 
〔１〕以下の問いに答えよ。 

ただし、ln2 = 0.693、 2 = 1.41とし、解答には計算過程と単位も記入すること。 

 

（１）ある薬物を患者に点滴静注により持続投与中である。定常状態における血中薬物

濃度は 4.0 µg/mL であり、いったん完全に排尿し、その 4時間後に再度排尿した

尿の総量は 600 mL、尿中薬物濃度は 240 µg/mL であった。この患者における糸

球体ろ過速度を 120 mL/min、薬物の尿細管再吸収率は 10%、血中タンパク結合率

は 40% としたとき、この薬物の腎クリアランスと尿細管分泌クリアランスを求め

よ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページあり。すべてに解答すること。） 

研究分野：薬物動態解析学分野 

科  目：薬物動態学・生物薬剤学（全 2 ページ） 

公開用 P.34
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➅薬物動態学・生物薬剤学 

 
 

（２）ある患者に薬物 A 1000 mg を単回で急速静脈内投与した結果、以下の図を得た。

投与に要する時間は投与間隔に対して無視できるほど短いものとし、投与中にお

ける体内からの薬物 A の消失は無視できるものとするとき、以下の値を求めよ。 

 

 

 

１）この患者における薬物 A の消失半減期 (T1/2)、分布容積 (Vd)、全身クリアラ

ンス (CL) 
２）この患者に薬物 A を 1回 1000 mg、12 時間間隔で繰り返し急速静脈内投与し

たときの、蓄積係数 (R) 
３）この患者に薬物 A を 1回 1000 mg、12 時間間隔で繰り返し急速静脈内投与し

たときの、定常状態時における薬物 A の最低血中濃度 (Css,min) と最大血中濃

度(Css,max) 

 

 

 

 

 
〔２〕以下の嗜好品のうち、テオフィリンの薬物動態に影響を与えるものを 2 つ選び、それ

ぞれの嗜好品とテオフィリンの相互作用について説明せよ。 

 

コーヒー タバコ  アルコール 

 

 

 

公開用 P.35



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開用 P.36



- 1 - 
⑦衛⽣薬学・微⽣物学 

 

 

 

 
 

〔１〕以下の問いに答えなさい。 

（１）食品表示に関する規制と、食品表示が消費者にもたらす利益について、以下の括弧内の

語句を用いて説明しなさい。 

（食品衛生法、健康増進法、栄養成分、原料原産地、特定原材料） 

 

 

 

（２）大気汚染物質である光化学オキシダントとはなにか説明しなさい。また、光化学オキシ

ダントの発生原因、日本における現状、ヒトの健康への影響について説明しなさい。 

 

 

 

 〔２〕細菌に関する以下の問いに答えなさい。 

（１）代表的なグラム陰性菌およびグラム陽性菌を各３つ挙げなさい。 

 

 

 

（２）グラム陰性菌およびグラム陽性菌の構造的特徴の相違を100字程度で説明しなさい。 

 

 

 

（３）グラム染色の方法と原理について150字程度で説明しなさい。 

 

 

 

（４）グラム陰性菌およびグラム陽性菌に対してそれぞれ応答する宿主パターン認識受容体の

機能について150字程度で説明しなさい。 

研究分野：生体機能薬学分野 

科  目：衛生薬学・微生物学（全1ページ） 

公開用 P.37
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⑩薬理学 

 

 

 
 
 
〔１〕中枢神経系疾患の治療薬について、次の問いに答えよ。 

 
（１）脳梗塞治療薬のうち、作用点の異なる治療薬を３つ挙げ、それぞれの作用

メカニズムと使用時期・適応について述べよ。 

 
（２）パーキンソン病治療薬のうち、作用点の異なる治療薬を３つ挙げ、それぞ

れの作用メカニズムについて述べよ。 
 

 

〔２〕呼吸困難をもたらす疾患の治療薬について、次の問いに答えよ。 
 

（１）心不全に対する治療薬を 3 種類以上挙げ、それぞれの作用メカニズムにつ

いて述べよ。 
 
（２）気管支喘息に対する治療薬のうち、作用点の異なる治療薬を３つ挙げ、そ

れぞれの作用メカニズムについて述べよ。３つのうち１つは、生物学的製

剤を挙げること。 
 

研究分野：薬物作用解析学分野 

科  目：薬理学（全 1 ページ） 

公開用 P.39




